









































































   しかしながら、今までの公民館活動などでは、小学生までを対象とした講座が 
ほとんどであったことから、地域の中で若者が活躍できる場面を整備することが 
必要となっていた。 
































 平成３０年 夏休み河辺ゆうゆう学級 反省会 
     ☆：学生   ・：地元スタッフ 
☆色々と揃っていてよい環境で勉強ができる。 




   学校でも指導する必要がある。 
☆1日だけだったがやる気が有り、指導しやすかった。子どもと仲良くなれた。 
☆同じ学年でまとまった方がやり易いと思う。 
   机の配置を考え直したい。 
☆意欲的で良かった。 
   ここに来ている子どもは、前向きで積極的である。そうでない子への手立てを考 
えたい。 
☆国語をやる子がいたので辞書が必要。 
   家庭で使わない国語辞典、漢字辞典、地図帳を準備しておく。 
☆教え甲斐が有った。 





















   新たなふれあいや交流が生まれる。 
・来られる子は恵まれているが、来られない子をどうするかが問題。 
   児童クラブのようにクラブの先生が引率できる場合は、安全である。 
   おうちの人が送迎できない場合が多いのが現実である。 
・ゆうゆう学級が定着してきたのが良い。 
















 秀実小学校での放課後学習参加者は、2・3 年生の希望者である。2 学期 9 月から
実施したいが大学生の都合でなかなかできない。また、開催曜日も学生の空き時間
とうまく調整できない。例年に比べ、学生ボランティアの確保が困難であった。 
  それでも、複数の学生が、うまく調整しながら参加してくれた。 
７ その他の取り組み 
  要望があったところには、できる限りボランティアスタッフとして参加してきた。 
 中学生への指導は、高校入試対策が多かったが、学生は、前もって参考書や教科
書、問題プリントを見ておいて臨むようにした。 
 
８ 成果と課題 
 
  
 
